
第３章 自然環境の現況と対策

第１節 自 然 環 境

１ 概 況

� 気候・気象

ア 気 候

本県の気候は、地形の影響を受けて太平洋側気候（温暖湿潤）、瀬戸内気候（温暖乾燥）、山岳気候（冷涼湿

潤）の３つに大きく区別することができます。

イ 気 象

平成１３年の年平均気温の分布を見ると、県の沿岸部では約１７℃前後である一方、県西部および山間部では１２

～１５℃とやや冷涼になります。

平成１３年の年降水量については、南部沿岸地方（宍喰３，１７２mm）が最も多く、次いで剣山山系南東側（木

頭２，８４６㎜、福原旭２，９６６㎜）が多い地域となっています。一方剣山山系を境として、県北部（徳島１，７３７㎜、

池田１，４５５㎜、半田１，６７８㎜）では降水量が少なくなり、県南部の約２分の１の降水量となっています。

図２―３―１ 平成１３年の年平均気温分布図 図２―３―２ 平成１３年の年降水量分布図

� 地形・地質

ア 地 形

本県の地形は東西方向に分布する地質構造の影響を受けており、東西方向に山地や河川が分布しています。

� 山 地

山地は讃岐山脈、四国山地、海部山地の３つに大別することができます。北部の讃岐山脈は、標高が５００

～１，０００mと比較的低いにもかかわらず、山麓に扇状地を伴います。四国山地は剣山（１，９５４．７m）や三嶺

（１，８９３．４m）など、標高が１，０００m以上の本県で最も高い地域を含む山地で、地すべり地形が発達していま

す。海部山地や四国山地の一部である剣山地では、崩壊による山麓堆積地形が見られます。

�イ 低 地

本県の低地は吉野川沿いのものが最大で、次いで東部沿岸の勝浦川、那賀川、桑野川の下流に見られます。

県南では海部川河口付近に小規模な低地が見られる程度です。

�ウ 河 川

本県の河川は四国山地北側の吉野川水系と南部の那賀川水系、勝浦川など四国山地から東流して紀伊水道

に注ぐ河川が代表的ですが、県南の太平洋岸では、海部川のように南流するものが見られます。

このうち吉野川の長さ（県内）は１０８．１㎞、那賀川は１２５．２㎞、勝浦川４９．６㎞、海部川３６．３㎞などとなって

います。
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図２―３―３ 徳 島 県 の 地 形 区 分

図２―３―４ 干潟・藻場概略分布図

� 徳島県干潟
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� 徳島県藻場
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�エ 海 洋

本県周辺の海況について見てみると、室戸沖や和歌山沖を黒潮分岐流が北上する一方、本県沖を鳴門海峡

から流出する内海水や紀伊水道沿岸水が南下するという状況となっています。

県内における自然海岸の総延長に対する割合は平成６（１９９４）年の時点で５１．０４％で、同様に砂浜海岸の割

合は７．８６％に過ぎません。干潟については平成６（１９９４）年の時点で、紀伊水道西海域に１０か所・１１８ha、徳

島（太平洋）海域で１か所・６haがあります。また、１ha以上の藻場については、平成６（１９９４）年までに１９

か所・１０８haが減少し、１９６か所・１，４２１haとなっています。造礁サンゴについては、平成６（１９９４）年で大島

・竹ヶ島周辺に７．１haが見られています。

イ 地 質

本県の地質構造は中央構造線や仏像構造線などの構造線により切られ、東西に帯状に分布しています。北か

ら、砂岩・泥岩などから構成される領家帯（和泉層群）、結晶片岩などから構成される三波川帯、御荷鉾緑色

岩類、秩父累帯、砂岩・泥岩などからなる四万十帯の順に並んでいます。洪積層は吉野川や那賀川などの河川

地域で、また沖積層は吉野川下流の徳島平野から那賀川河口域にかけての沖積低地や各河川の河口部などで見

られます。なお活段層について、本県では中央構造線断層系と鮎喰川段断層系の２種類から知られています。

一方、本県の南方沖には西南日本の属するユーラシアプレートと南方のフィリピン海プレートの接する南海

トラフがあり、ここでフィリピン海プレートが沈み込んでいます。

図２―３―５ 徳 島 県 の 地 質 区 分

� 野 生 生 物

ア 植 生

本県の自然植生の割合は、平成６（１９９４）年の段階で既に県土面積の３．９％に過ぎない状態となっており、県

下のほとんどはスギ・ヒノキなどの植林地やアカマツ林などの代償植生地、農用地などで覆われています。
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残された自然植生を見ると、ヤブツバキクラス域（０～

１，０００m）では社叢林や島嶼としてわずかに残されている

に過ぎません。森林については、沿岸域から内陸に向かう

につれて、海岸低木林からシイータブ林（ムサシアブミー

タブノキ群集、ミミズバイースダジイ群集など）、カシー

モミ林（カナメモチーコジイ群集、コガクウツギーモミ群

集など）へと移行します。この他、吉野川河口などにはヨ

シ群落が見られます。またハマグルマーコウボウムギ群集

など海岸砂丘草木植生は、かつて県東部の砂浜海岸で見ら

れましたが激減しています。

ブナクラス域（１，０００～１，７００m）の森林は、現在では剣

山周辺に分布しているに過ぎません。代表的な気候極相林

であるブナ林（シラキーブナ群集）やウラジロモミ群落、

山地渓谷林であるヤハズアジサイーサワグルミ群集などが見ら

れます。

コケモモートウヒクラス域（１，７００m以上）は、剣山な

どの山岳山頂部に分布しており、シラビソ（シコクシラ

ベ）群集やコメツガ群落、シコクフロウーショウジョウス

ゲ群集などが見られます。

イ 植 物

本県では、維管束植物として３，１６６種類（阿部，１９９０（変種、品種，帰化植物を含む））、高等菌類で６０７種（大

橋，１９８６）、藻類（海藻）として２４２種（徳島県水産課，１９９５）が確認されています。しかし、蘚苔類、藻類な

ど維管束植物以外については、分布情報などについて、十分に調査されていないのが現状です。

�表２―３―２ 本県に分布する維管束植 �表２―３―３ 高等菌類（キノコ）

物の概況 （阿部，１９９０） （大橋，１９８６）

ウ 動 物

動物のうち脊椎動物については、哺乳類で５１種、鳥類で３３６種、は虫類で１８種、両生類で１７種、陸水産魚類

で２３３種が確認されています。一方、無脊椎動物については把握が十分になされていないのが現状であり、そ

の種類については、表２―３―５に示します。

�表２―３―１ 植生自然度別出現頻度（自然

環境保全基礎調査、１９９４）

区 分 内 容 比率（％）

自 然 草 原 ０．２

自 然 林 ３．７

二次林（自然林に近いもの） ４．２

二 次 林 ２８．０

植 林 地 ４０．６

二次草原（背の高い草原） ０．５

二次草原（背の低い草原） １．１

農 耕 地（ 樹 園 地 ） ２．９

農 耕 地（ 水 田 、 畑 ） １５．９

市 街 地 、 造 成 地 等 １．１

自 然 裸 地 １．１

開 放 水 域 ０．７

計 １００．０

シダ植物 ３６３種

種子植物 ２，８０３種

裸子植物 ２４種

被子植物 ２，７７９種

合 計 ３，１６６種

担 子 菌 類 ５５９種

子 の う 菌 類 ４８種

合 計 ６０７種

緑 藻 ３３種

褐 藻 ７０種

紅 藻 １３９種

合 計 ２４２種
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�表２―３―４ 藻類（海藻）

（徳島県水産課，１９９５集計）
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�表２―３―５ 本県で記録または確認された主な動物種の概況

参考・引用文献 財団法人とくしま地域政策研究所、２０００．環境現況基礎調査（平成１３年度徳島県委託調査成果品）
（徳島県の委託による調査報告成果品、未公表）

２ 自然環境保全基礎調査（みどりの国勢調査）及び生物多様性調査
� 概 要

自然環境保全基礎調査は、自然環境の現況の把握と解析を行い、科学的に自然環境保全行政を推進するため、

自然環境保全法第４条に基づき、概ね５年毎に環境省が実施する基礎調査です。

また、平成６年度からは、我が国の野生動植物に関する全国的な分布概況等を把握するとともに、特に存在基

盤が脆弱で減少傾向にある種などについて分布状況等の調査を行い、国内の生物多様性保全施策の基礎資料を得

るため、生物多様性調査（種の多様性調査）が開始されました。

これまでの調査実績は次表のとおりです。（表２―３―６）

�表２―３―６ 調 査 の 概 要

� 調 査 の 内 容

ア 陸 域（うち植物に関する調査）

� 植生調査（第２回・第３回・第４回・第５回・第６回調査で実施）

植生は、地域ごとに様々な様相を示すが、この多様性は植生の存在する地域の地誌、気象、地質、地形、

さらには人間を含む他の生物との相互作用等に基づく植物の進化、適応の結果であり、このため、人間の手

のつけ具合である「自然度」を１０ランクに分け、現況の調査を行いました。

本県では、県下の植生の状況をより詳細に把握するとともに、地域レベルの計画に対応できる植生図を整

備するための一環として、県下の全域について植生状況調査を実施し、空中写真の判読及び現地確認により

５万分の１の現存植生図を作成しました。

調 査 期 間 調 査 対 象

�自然環境保全基礎調査
第１回調査

第２回調査

第３回調査

第４回調査

第５回調査

第６回調査

（昭和４８年度）

（昭和５３年度・昭和５４年度）

（昭和５８年度～昭和６２年度）

（昭和６３年度～平成４年度）

（平成５年度～平成１０年度）

（平成１１年度～平成１５年度）

ア 陸 域

（植物、動物、地形・地質）

イ 陸 水 域

（湖沼・河川）

ウ 海 域

エ 生 態 系

�生物多様性調査

（種の多様性調査）
（平成６年度～）

ア 種
イ 生態系
ウ 遺伝子

�海域自然環境保全基礎調査 （平成９年度～平成１３年度）

脊 椎 動 物 無 脊 椎 動 物

哺 乳 類 ５１種 甲 殻 類 ２３５種 ト ン ボ 類 ８６種

鳥 類 ３３６種 淡水・汽水・海産貝類 約８５０種 半 翅 目 １００種

は 虫 類 １８種 陸 産 貝 類 １６２種 鱗翅目（チョウ類） １００種以上

両 生 類 １７種 ク モ 類 ３１８種 甲 虫 目 約３，０００種

魚類（陸水産魚類） ２３３種 ザ ト ウ ム シ 類 ５種

（海産無脊椎動物） １２７種

－ 154 －－ 154 －



�イ 特定植物群落調査（第２回・第３回・第５回調査で実施）

植物群落のうち、規模や構造、分布等において、代表的典型的なもの、代替性のないもの、脆弱なもの等

を、原生林、稀な植物群落、郷土景観を代表する植物群落等、８つの選定基準により選定しました。

この結果、本県では、第２回調査により、６８群落の植生状況、面積、保護の現状等を現地調査及び既存資

料で取りまとめましたが、第３回の調査では、新たに１９群落を調査し、１群落が区域縮小、３群落が消滅し、

現在では８４群落が確認されています。

イ 陸 域（うち動物に関する調査）

� 動物（哺乳類）分布調査（第２回調査で実施）

大型及び中型獣７種の生息分布状況に関する聞き取り調査を実施し、県内での概況は次のとおりです。

（表２―３―７）

�表２―３―７ 動物（哺乳類）分布状況

�イ 動物（両生・は虫類）分布調査（第２回調査で実施）

両生は虫類のうち、絶滅のおそれのある種及び学術上重要な種の生息状況と分布について、今回の調査選

定種のうち、本県では、両生類６種（モリアオガエル、オオサンショウウオ、カスミサンショウウオ、ブチ

サンショウウオ、オオダイガハラサンショウウオ、ハコネサンショウウオ）と、は虫類４種（タワヤモリ、

アカウミガメ、アオウミガメ、タイマイ）について調査を実施しました。

�ウ 動物（淡水魚類）分布調査（第２回調査で実施）

淡水域に生息する魚類のうち、絶滅のおそれのある種及び学術上重要な種の成育分布調査を行いました。

本県における調査実施種は、オヤニラミ、カマキリ、ホトケドジョウ、オオウナギ、チョウセンブナ、ア

カメ、ヒメハゼ、ヒナハゼ、アベハゼの９種です。

これらのうち、オヤニラミは、桑野川、岡川、福井川で生息が確認されていますが、河川改修、水質汚濁

等で年々生息地が奪われています。

� 巨樹・巨木林調査（第４回調査で実施）

良好な景観の形成、野生鳥獣の営巣の場などの自然環境保全上重要な価値を有している巨樹、巨木林は、

その実態が不明なまま急速に失われつつあります。

このため、地上から１．３ｍの位置での幹周が３ｍ以上ある巨木について、その所在地、樹齢、周囲の状況、

健全度等を現地調査しました。

この結果により、保全対象が明確化し、保全地域等の既存指定制度、ナショナルトラスト等の施策を通じ

た保全が促進され、また、誰にも理解されやすい保全対象であることから、国民の自然保護の関心を高める

ことが期待できます。

動 物 種 名 分 布 状 況

ニホンザル 鳴門、那賀、海部、美馬、三好の地区に群れになって生息し、県下一円に比較的多くの分布が見ら
れる。

シ 力 ニホンザル同様県下一円に比較的多く生息が見られる。

イ ノ シ シ 阿讃山系には生息数は極めて少ないが、それ以外は全域に生息が見られる。

キ ツ ネ 県下では生息の情報が得られなかった。阿讃山系では、大正期～昭和３０年代にかけて絶滅したもの
と思われる。（調査後、生息の情報が得られた。）

タ ヌ キ 県下では最も広く分布が見られる種である。

ツキノワグマ 剣山周辺にのみ出没が見られ個体数も限られている。剣山周辺でも昭和４０年代に絶滅した地域がある。

ア ナ グ マ 主に阿南、那賀地区及び県西部に生息が確認されたが、個体数は少ないものと思われる。
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県内では、昭和６３年度現在、巨樹（単木）９８４件、巨木林１９件の合計１，００３件が数えられています。

（表２―３―８）


表２―３―８ 巨樹・巨木林調査（幹周囲表）

� 動物（昆虫類）分布調査（第２回調査で実施）

昆虫類のうち、絶滅のおそれのある種及び学術上重要な種の生息状況と分布について調査を実施しました。

本県では、指標昆虫類の１０種（ムカシトンボ、ムカシヤンマ、ハッチョウトンボ、ガロアムシ目、タガメ、

ハルゼミ、ギフチョウ、ヒメギフチョウ、オオムラサキ、ゲンジボタル）及び、調査対象昆虫類選定基準に

基づく特定昆虫類６０種について調査を実施しました。

ウ 陸域（うち地形地質に関する調査）

� 自然景観資源調査（第３回調査で実施）

自然景観の骨格をなす地形・地質及び自然現象を自然景観資源として抽出したもので、県内では「山脈・

山地・高地」等の資源３１種、１６３箇所が抽出されています。

エ 陸 水 域

� 湖沼調査（第２回・第３回・第４回調査で実施）

湖沼のうち、原則として面積１ha以上の天然湖沼を調査対象としましたが、四国では唯一、海部郡海南

町の海老ヶ池がその対象となりました。

この海老ヶ池における水質状況、透明度、湖岸改変状況、湖岸土地利用状況について調査を実施しました。

（表２―３―９）


表２―３―９ 海老ヶ池改変状況表

順位 樹 種 名 所 在 地 ・ 通 称 名 幹 周（㎝ ） 独 特 の 呼 称 保 護 制 度 指 定

１ イ チ ョ ウ 上板町 乳保神社 １，３４２ 天然記念物等（国）

２ ク ス ノ キ 三加茂町 加茂 １，３００ 加茂の大クス 天然記念物等（国）

３ ク ス ノ キ 山川町 川田市 １，２３５

４ ク ス ノ キ 藍住町 春日神社 １，２０５ 天然記念物等（県）

５ イ チ ョ ウ 美馬町 中山路銀杏庵 １，１９０ お乳大明神

６ ク ス ノ キ 上板町 椿神社跡 １，１６３ 鳥屋の大クス 天然記念物等（県）

７ ス ギ 西祖谷山村 上吾橋 五所神社 １，１５０ 天然記念物等（村）

８ ク ス ノ キ 阿南市 大宮八幡神社 １，０８０

９ ク ス ノ キ 鴨島町 森藤字平山 １，０１５ 壇の大クス 天然記念物等（県）

１０ ス ギ 東祖谷山村 大枝鉾神社 １，０００ 最大のもの：鉾杉 天然記念物等（県）

調
査
年
度

標
高
ｍ

面
積
ha

湖
岸
線
延

長

㎞

透
明
度
ｍ

埋
立
干
拓

面
積
�

湖 岸 改 変 状 況 湖 岸 土 地 利 用 大
規
模

建
築
物

湖
沼
型自 然 半 自 然 人 工 自 然 地 農 業 地 市 街 地

（第４回）
平３

０ １８ ３．３ ０．５ ０
１．６

㎞
０．８

㎞
０．９

㎞
２．２

㎞
０．８

㎞
０．３

㎞

０
富
栄
養
湖４８．５

％
２４．２

％
２７．８

％
６６．７

％
２４．２

％
９．１

％

（第３回）
６０

０ １８ ３．３ １．０ ０
１．７

㎞
０．８

㎞
０．８

㎞
２．２

㎞
０．８

㎞
０．３

㎞

０
富
栄
養
湖５１．６

％
２４．２

％
２４．２

％
６６．７

％
２４．２

％
９．１

％

（第２回）
５３

０ １８ ３．３ １．０ ０
１．８

㎞
０．８

㎞
０．７

㎞
２．５

㎞
０．８

㎞
－
㎞

０
富
栄
養
湖５４．５

％
２４．３

％
２１．２

％
７５．８

％
２４．２

％
－
％
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�イ 河川調査（第２回・第３回・第４回調査で実施）

河川の改変状況、魚類の生息状況、原生流域の状況等を調査し、河川の自然性の現況及び利用の状況を把

握することを目的に調査を実施しました。

本県では、吉野川と那賀川における水際線の改変状況や河原、河畔、河川の利用状況、魚道の状況及び不

快要因について１キロ区間毎に調査を実施し、また、魚類の生息状況についても、吉野川では６ヵ所、那賀

川では１０ヵ所で投網等の捕獲により、調査を実施しました。（表２―３―１０）

その結果、吉野川は那賀川よりも人工化が進んでいます。


表２―３―１０ 吉野川、那賀川改変状況表

＊１「人工化された水際線」とは、コンクリート護岸・矢板等の工作物により構成された水際線をいう。

＊２「人工化された河原」とは、公園・グラウンド等の施設的土地利用地、未利用造成地・農業地になっている河原をいう。

オ 海 域

� 海岸調査（第２回・第３回・第４回調査で実施）

海岸線（汀線）及び海岸陸域の自然状態や利用状況、汚染状況等の現況調査を行い、縮尺２万５千分の１

の地形図で、それぞれの区分の延長距離を電算機により測定しました。

なお、対象とする海岸線は、「全国海岸域現況調査（建設省：昭和４９年度）」の「海岸区分計測図」に表

示されている海岸線で、短径１００ｍ以上の島を含みます。

本県における調査結果は次のとおりです。（表２―３―１１及び２―３―１２）

調
査
対
象
河
川
名

調
査
実
施
調
査
区
間
数

水際線の改変状況 河原の土地利用状況 河 畔 の 土 地 利 用 状 況

＊１
人工化された水際
線の割合（延長の
１０分比）

＊２
人工化された河原
の割合（面積の１０
分比）

計

右 岸 左 岸

自 然 地 農

業

地

市

街

地

自 然 地 農

業

地

市

街

地

樹
林
地

そ
の
他

樹
林
地

そ
の
他０～２ ３～５ ６～１０ ０～２ ３～５ ６～１０

吉 野 川
６０ １０７ ７５ １５ １７ ３７ ２９ １２ ７８ ２７ １ ４９ ３０ ２５ １ ６２ １９

５４ １０７ ７８ １２ １７ ３６ ３０ １１ ７７ ２９ １ ５１ ２６ ２８ １ ６４ １４

那 賀 川
６０ １１２ ９３ ２ １７ ３１ １ ０ ３２ ７３ ０ ３４ ５ ６２ １ ３６ １３

５４ １１２ ９５ ０ １７ ３０ ０ ０ ３０ ７３ ２ ３４ ３ ６５ ０ ３４ １３

調
査
対
象
河
川
名

調
査
実
施
調
査
区
間
数

河川工作物の有無 取
水
施
設
の
あ
る
区
間
数

河 川 の 利 用 状 況 不 快 要 因

（魚の遡上） 風
景
探
勝（
遊
歩
道
）

キ

ャ

ン

プ

温

泉

ボ

ー

ト

川

下

り

常

設

釣

場

漁

業

水
の
に
ご
り

水
面
上
の
ア
ワ

悪

臭

ゴ
ミ
・
残
材

砂

利

採

取

河
畔
の
道
路
法
面

水
量
の
少
な
さ

渇
水
時
の
ダ
ム
湖
岸

可 能 不可能

（魚道）（魚道）

有 無 有 無

吉 野 川
６０ １０７ １ ２ ０ ０ ３ １０ ０ ０ ０ ２ ０ ２７ ０ ０ ０ １３ ２０ ０ ０ ０

５４ １０７ １ ２ ０ ０ ３ １０ ０ ０ ０ ２ ０ ２７ ０ ０ ０ ９ ２０ ０ ０ ０

那 賀 川
６０ １１２ ４ ０ ０ ６ ３ ５ ４ ２ ６ ２ ０ ２７ ５５ ０ ０ １１ １３ ０ ０ ７

５４ １１２ ４ ０ ０ ６ ２ ５ ２ ２ ５ ２ ０ ２６ ５１ ０ ０ １２ １２ ０ ８ ８

自
然
環
境
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表２―３―１１ 海岸線の改変状況


表２―３―１２ 海岸陸域の土地利用状況（第２回調査）

�イ 干潟・藻場・サンゴ礁分布調査（第２回・第４回調査で実施）

沿岸域における重要な生物環境である干潟・藻場・サンゴ礁の調査を実施しました。

本県では海域を、北から播磨灘南海域、紀伊水道西海域及び徳島海域の３海域として、その分布域と消滅

域を、現地調査及び既存資料で取りまとめました。

調査の結果、干潟は播磨灘南海域では消滅していることが判明しました。（表２―３―１３）なお、第４回調

査では、それぞれの最新の分布状況と前回調査以降の消滅状況について調査しました。

�ウ 海域生物調査（第２回・第３回調査で実施）

海岸域における生物の生息状況及び生息環境を継続的に監視していくため、潮上帯（飛沫帯）及び潮間帯

に生息する生物を調査しました。

本県では、事前調査により、次の２カ所を調査場所として選定し、生物の採取を行いました。なお、第３

回調査では、「海域生物環境調査」として継続実施しました。

�阿南市椿町須屋地先海岸（砂泥浜からなる包囲海岸）
�海部郡宍喰町大久保板取地先海岸（磯浜からなる開放海岸）

� 海域環境調査（第２回調査で実施）

汚濁が進む沿岸域の現状を、生物の生息状況を通して把握するため、プランクトンや底生生物等について

調査しました。

本県では海域を、播磨灘南海域、紀伊水道西海域及び徳島海域の３海域として、プランクトン（ネット法

と採水法による。）、底生生物、付着生物（本県には記録はない。）、大腸菌、赤潮のそれぞれについて調査し

ました。

�表２―３―１３ 干潟・藻場・サンゴ礁分布表（第４回調査より） （単位：ha）

海岸線延長 自 然 地 農 業 地 市 街 工 業 地 河 ロ

徳島県 ３４３．５
㎞

２２３．４
㎞

６５．０
％

４２．８
㎞

１２．５
％

７０．５
㎞

２０．５
％

６．８
㎞

２．０
％

全 国 ３２，１７０．２ １９，３６９．２ ６０．２ ４，２５４．０ １３．２ ８，２８３．４ ２５．８ ２６３．７ ０．８

干潟・藻場・
サンゴ礁の区分

海 域 名
分 布 域 消 滅 域

調 査 区 数 面 積 調 査 区 数 面 積

干 潟

播 磨 灘 南 ０ ０ ０ ０

紀 伊 水 道 西 １０ １１８ ６ ７０

徳 島 １ ６ ０ ０

計 １１ １２４ ６ ７０

藻 場

播 磨 灘 南 ９ ４５ ４ ９

紀 伊 水 道 西 ７５ ４７６ １０ ７８

徳 島 １１２ ９００ ５ ２１

計 １９６ １，４２１ １９ １０８

サ ン ゴ 礁

播 磨 灘 南 ０ ０ ０ ０

紀 伊 水 道 西 ０ ０ ０ ０

徳 島 ９ ７．１ ０ ０

計 ９ ７．１ ０ ０

調査年度 海岸線延長 自 然 海 岸 半自然海岸 人 工 海 岸 河 ロ

（第４回）

Ｈ６

徳島県 ３４７．１
㎞

１７７．２
㎞

５１．０
％

３７．９
㎞

１０．９
％

１２５．２
㎞

３６．１
％

６．８
㎞

２．０
％

全 国 ３２，７７８．９ １８，１０５．７ ５５．３ ４，４６７．５ １３．６ ９，９４１．８ ３０．３ ２６４．０ ０．８

（第３回）

Ｓ６０

徳島県 ３４７．６ １７７．７ ５１．１ ３８．４ １１．０ １２４．７ ３５．９ ６．８ ２．０

全 国 ３２，４７１．９ １８，４０２．１ ５６．７ ４，５１１．４ １３．９ ９，２９４．５ ２８．６ ２６３．８ ０．８
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第２節 自然環境保全地域

１ 自然環境保全調査
県内の優れた自然環境を保全するため、各地の自然環境の現況及び保全計画を徳島県自然環境保全条例第７条に

基づいて調査を行っています。（表２―３―１４）


表２―３―１４ 自然環境保全調査地域 （単位：ha）

２ 自然環境保全のための地域・地区指定（自然環境保全地域の指定）
県下の優れた自然を現在の、あるいは更に将来予測される自然破壊から保護するため、自然環境保全基本方針に

基づき実施している自然環境保全調査の結果を参考にして、県自然環境保全地域を次のとおり指定しています。（表

２―３―１５）


表２―３―１５ 自然環境保全地域 （単位：ha）

調 査 地
面 積 特 徴

町 村 名 箇 所

上 勝 町 高 丸 山 ２９．０ 広葉樹（ブナ等）天然林

山 城 町 野 鹿 池 山 １０．０ ホンシャクナゲ、オオスギゴケ等

神 山 町 柴 小 屋 ２０．０ 広葉樹（ブナ等）天然林

木 頭 村 池 野 河 谷 ９０．０ 天然スギ、広葉樹天然林

木 頭 村 折 宇 谷 １２０．０ 広葉樹天然林

木 沢 村 西 三 子 山 ６５．０ イワシデ林

指定年度 指 定 箇 所 面 積

５１ 高丸山 県自然環境保全地域 ２９．０

５６ 野鹿池山 〃 １０．０

自
然
環
境

－ 159 －－ 159 －


